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電気事業

　私たち都営交通は、都民やお客様に信頼され、支持される公共交通機
関として、安全・安心を何よりも大切にし、東京の都市活動や都民生活
を支えていきます。

○ 都民やお客様の信頼に応えるため、安全・安心を最優先し、全職員が
　 一丸となって、災害に強く、事故のない都営交通を実現します。
○ お客様が求める質の高いサービスを提供し、快適で利用しやすい都
　 営交通を実現します。
○ 首都東京が抱える様々な課題に果敢に挑戦し、東京の発展に貢献す
　 る都営交通を実現します。
○ 事業環境の変化にも迅速かつ的確に対応するとともに、中長期的に
　 安定した事業運営を行っていくため、経営基盤を強化します。

経営理念

経営方針

　都営交通（東京都交通局）は、東京都が経営する地方公営企業
です。その運営は、お客様からいただく料金によって経費を賄う
独立採算制を原則としています。
　都営交通の歴史は、明治44（1911）年8月1日、東京市が電気
局を開局して、路面電車事業と電気供給事業（火力発電事業）を
開始したときに遡ります。その後、関東大震災で大きな被害を受
けた市電の応急措置として、大正13（1924）年に乗合バス（市営
バス）事業を開始しました。戦後は、昭和35（1960）年に都営
地下鉄浅草線を開業、以降、三田線、新宿線、大江戸線を開業し、
交通ネットワークの拡充を図ってきました。
　さらに、平成20年3月30日には新交通事業である「日暮里・舎
人ライナー」が開業したほか、上野動物園内のモノレールの営業
（令和元年11月1日から休止）や多摩川の流水を利用した電気事
業の6事業を経営しています。
　都営地下鉄、都営バス、都電、日暮里・舎人ライナー、モノレール
は、一日平均約360万人（令和元年度）のお客様にご利用いただ
き、東京の都市活動や都民生活に欠かせない公共交通機関として
重要な役割を担っています。
　これまで交通局は、安全対策・防災対策の強化や輸送力の増強
に加え、施設・車両のバリアフリー化や持続可能な社会の実現へ
の貢献など、様々な取組を進めてきました。

　一方、少子高齢・人口減少社会への対応や、各地で頻発している
大規模災害を踏まえた対策の強化など、東京が抱える課題は山
積しています。また、都心部や臨海地域等のまちづくりの進展に
伴い、東京の街の姿が大きく変貌することも見込まれます。
　今後、東京が持続的な成長を遂げていくために、首都東京の公
営交通事業者である交通局が果たすべき責任と役割は、ますます
大きくなるものと考えます。
　こうした考えのもと、経営計画2016策定後の状況変化を踏ま
え、令和元年度を初年度とする3か年の経営計画を平成31年1月
に策定しました。この計画に基づき、安全・安心の確保を最優先
に、質の高いサービスを提供するとともに、まちづくりとの連携や
観光振興、環境負荷の低減などを通じ、東京の発展に貢献してい
きます。あわせて、収益力の向上や強固な執行体制の構築など、
経営基盤をさらに強化していきます。
　交通局は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けて都営
交通として為すべき対策に全力で取り組むとともに、当局の経営
に与える影響も踏まえて適切に事業運営を行い、さらには目前に
迫った東京2020大会の成功に向けた準備を着実に進めていか
なければなりません。都民やお客様に信頼され支持される都営交
通の実現、そして東京の更なる飛躍に向けて、局一丸となって全
力で取り組んでいきます。

令和元年度
令和元年度の全事業の乗車人員は、年間で約13億1,887万人で、一日当たり360万人でした。

令和2年4月1日現在

乗車人員の事業別割合は、地下鉄78.6% ,乗合バス17.5% ,新交通2.5% ,軌道1.3% ,その他0.1%でした。

170円
（IC：168円）

１８０円～４３０円
（ＩＣ：１７8円～430円）

※三田線目黒～白金高輪間は
１７０円（ＩＣ：１６8円）

２１０円
（ＩＣ：２10円）

※多摩地域、特殊路線を除く。

170円～340円
（IC：168円～335円）

（注） 1  乗車料収入及び電力料収入のうち、（      ）内は消費税抜きである。
 2  懸垂電車の走行キロは列車走行キロである。
 3  懸垂事業は、動物園休園日及び次の期間運転休止している（令和元年11月１日～令和2年３月31日）。
 4  乗車料収入及び乗車人員の一日当たりの計（表中※）は、乗車料収入及び乗車人員の年間数値を366日で除した値である。（各事業の一日当たりの値の合計とは一致しない場合がある。）
 5  地下鉄事業の乗車人員計は浅草、三田、新宿、大江戸各線との乗り換え客を一人として計算したものであり、4線の乗車人員の単純合計ではない。
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� 種類
事業

営業キロ
(km)

路線数
（路線）

在籍車両数
（両）

走行キロ
（千 km）

乗車料収入 乗車人員

年間 (百万円 ) 一日当たり（千円） 年間（千人） 一日当たり（人）

①地下鉄 109.0 4 1,174 123,397 (143,425)
155,508

(391,871)
424,886 1,036,332 2,831,507

浅草線 18.3 1 224 22,580 (32,510)
35,279

(88,824)
96,391 281,086 767,994

三田線 26.5 1 222 21,179 (30,330)
32,876

(82,868)
89,826 248,330 678,499

新宿線 23.5 1 264 32,546 (37,409)
40,575

(102,212)
110,861 290,647 794,117

大江戸線 40.7 1 464 47,092 (43,176)
46,778

(117,967)
127,808 358,023 978,206

②自動車 － － 1,522 45,770 (36,271)
38,553

(99,100)
105,335 231,569 632,701

乗合 743.8 131 1,514 45,492 (35,986)
38,243

(98,323)
104,489 231,211 631,724

貸切 － － 8 278 (285)
310

(777)
846 358 977

③軌道 12.2 1 33 1,481 (2,089)
2,228

(5,707)
6,089 17,086 46,683

④新交通 9.7 1 100 7,800 (5,797)
6,263

(15,840)
17,111 33,210 90,737

⑤懸垂電車 0.3 1 0 7 (79)
86

営業日数
190 日

(418)
453

675

営業日数
190 日 3,551

年平均
366 日

(218)
235

年平均
366 日 1,844

交通事業計（②～⑤） － － 1,655 － (44,236)
47,130 ※　(120,865)

128,771 282,540 ※ 771,965

全事業計（①～⑤） － － 2,829 － (187,661)
202,638 ※　(512,736)

553,657 1,318,872 ※ 3,603,472

電気 水力発電所
３ヶ所 

多摩川第一発電所	 認可最大出力／	19,000kW
多摩川第三発電所	 認可最大出力／	16,400kW
白丸発電所	 認可最大出力／	 1,100kW

販売電力量

電力料収入

116,956MWh
(1,651 百万円）

1,799 百万円
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　都営地下鉄は、浅草線・三田線・新宿線・大江戸線の4路線を営業し、
令和元年度は、一日平均約283万人のお客様にご利用いただきました。
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総合指令所

総合

総合

総
合
の効率的な運行管理を行うシステムです。

効率的に把握できるようになっています。

ってい
総合 所

　ワンマン運転を実施している三
田線・大江戸線の複線シールド区
間及び三田線の高架部の上下路線
の中間に50m間隔で設置し、脱線
事故時の列車防護を行うもので
す。この限界支障検知器が作動す
ると、走行中の列車は停止します。

　ホームドア未設置駅において、
ホームから車両連結部への転落を
防止するため、幌を設けて車両間
のすき間を少なくしています。

　ホームでのお客様の安全な乗降を確保するため、三田線、新宿
線と大江戸線の全駅に腰高式のホームドアを設置しています(白
金台駅と白金高輪駅はフル八イトタイプ。)。また、浅草線にも設
置を進めています。

　目の不自由なお客様が、安全かつ
確実に乗車できるよう、全駅の出入
口から車両の乗降口に至る経路上
に視覚障害者誘導用ブロックを敷
設しています。

　ホーム上で緊急事態が発生した場合
や、お客様のご案内が必要な場合など
に、いち早く駅係員へ連絡ができます。

　お客様がホームから転落した
場合などに、駅付近の列車を非
常停止させる非常停止ボタンを
全駅に設置しています。

　ホームからの転落を防止し、お客
様により安全にご利用いただけるよ
う、浅草線の必要な個所のホーム両
端部に、転落防止用の柵を設置して
います。

総合 所

信号の許容

長寿命化工事▶

　地下鉄構造物の長寿命化及び
補修費用の平準化を図るため、
予防保全型の工事手法に基づ
き、浅草線、三田線で工事を実
施しています。

▲車両点検状況▲

◆駅係員呼出インターホン

ホームドアに設置した例▶

▲壁に設置した例

　列車内で異常事態が発生した場合に、お客様
から乗務員または総合指令所に通報できるよ
うになっています。
　全車両に設置しています。
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　都営地下鉄と東京メトロの職員が相互に連携を図り、連絡通報、
異常時対応等の手順を確認する訓練を実施しています。令和元年度
は、テロ・不審者対応訓練を行い、両社局の係員が協力して警察等
への連絡通報、お客様の避難誘導及び不審者の制圧を行いました。

都営地下鉄・東京メトロ合同訓練

　列車の脱線や集中豪雨による駅出入口からの浸水等を想定し、
お客様の避難誘導や施設の復旧などの実践的な訓練を実施してい
ます。

異常時総合訓練・自然災害防止訓練

　地下鉄の車掌や運転士、指導職職員の養成や成業後の研修に活
用し、基本操作の習熟や技能の向上を図るとともに、事故など様々
な場面に対処する訓練も行い、異常時対応能力の向上に努めてい
ます。

地下鉄運転シミュレータの活用

　警察消防と連携して、化学剤散布時の避難誘導や爆発物対処訓
練などを実施しています。

NBC対処訓練

都営地下鉄・東京メトロ合同訓練

　首都直下地震が発生した際には、帰宅困難者による混乱を防止
し一斉帰宅の抑制を徹底する必要があるため、お客様を一時的に
駅構内で保護するために必要な災害対策用備蓄品（飲料水、防寒用
ブランケット、簡易マット、簡易・携帯トイレ及び簡易ライト）を
各駅に合計５万人分配備しています。

帰宅困難者

　駅長事務室には、防災監視盤を設置しており、ITVモニターや放
送装置などによって、すぐにお客様の避難誘導に対応できるよう
になっています。

防災監視盤

　駅出入口など開口部からの浸水を防ぐため、止水板や防水扉を設
置しています。

　地下鉄線内16か所に設置し
ています。地域ごとの震度を的
確に測定し、地震発生時の点検
作業のスピードアップを図り、
安全を確認した上で、早期に運
転を再開させます。

　震災時等におけるエレベーター内への閉じ込めリスクを軽減す
るため、地震の揺れを感知し階間で停止した場合、安全が確認され
た後、最寄階でドアを開放するリスタート機能の設置を進めてい
ます。

リスタート機能付エレベーター

　阪神・淡路大震災を契機に、高架橋の柱や駅の中柱等の補強を行
いました。現在、震災後の早期運行再開を可能とするため、高架橋
の橋脚及び地下部の柱のさらなる耐震補強を順次実施しています。

　高架部や橋梁部を走行する
際、強風の影響による事故を未
然に防ぐため、新宿線の荒川橋
梁等、都営地下鉄においては2か
所に風速計を設置しています。

　駅施設・トンネル内設備及び車両は、最も厳しい基準に基づき不
燃性又は難燃性のものを使用しています。万一、駅やトンネル内
で火災が発生したときのために、駅構内に自動火災報知設備、非常
放送設備、誘導灯などを設置しているほか、停電に備えて蓄電池や
非常用発電機も設置しています。
　また、国土交通省や東京消防庁
の定めた基準等に基づき、駅の排
煙設備の整備や避難経路の確保等
火災に対する安全性の確保に努め
ています。さらに、東京都火災予
防条例に基づき、畜光式避難誘導
明示物を全駅に設置しています。 ▲蓄光式避難誘導明示物
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　お客様に迅速できめ細やかなご案内を行うため、平成28年4月
1日より駅係員及び乗務員にタブレット端末を配備しています。現
在、都営地下鉄全駅（交通局が管理する101駅）、日暮里・舎人ライ
ナー（2駅）の改札口等及び浅草線と新宿線の乗務員（車掌）に配備
が完了しています。

　お子様の育成・見守り支援として、令和2年4月から、JR東日本
とセントラル警備保障の共同事業である「まもレール」（予め登録し
たICカードで駅の自動改札機を通過した際、保護者等に通過情報
をメールで配信するサービス）に参画しています。

◆無料Wi-Fiサービスの提供
　平成26年12月から、外国人旅行者の利用が多い35駅で無料
Wi-Fiサービスを開始し、都営管理101駅全駅で利用可能となっ
ています。
　また、平成28年2月からは、車内でも無料Wi-Fiサービスの提供
を開始し、全編成で利用可能となっています。

◆列車運行情報表示装置・行先案内表示器
　都営地下鉄及び鉄道各社の運行情報や遅延情報等を日本語、英
語、中国語、韓国語で提供しています。全駅の改札口付近に、設置
しています。

　国内外の旅行者を対象にした都営地下鉄と東京メトロ全線が乗
り放題となる乗車券です。平成28年3月26日から、使用可能期
間を24時間単位（24・48・72時間）に変更しました。令和2年3
月からは、オンライン決済により取得したＱＲコードを訪日外国
人向け券売機にかざして発券できるようになりました。（交通局
では、上野御徒町駅ツーリストインフォメーションセンター及び
三ノ輪橋おもいで館で発売しています。）

　平成30年3月10日、大江戸線上野御徒町駅構内にツーリストイ
ンフォメーションセンター（TIC）を開設しました。英語・中国語
が話せるスタッフが常駐し、駅周辺施設、地下鉄や他の交通機関の
利用方法及び観光情報のご案内や、各種案内冊子の配布等を行っ
ています。

◆Tokyo Subway Ticket

◆ツーリストインフォメーションセンター（TIC）

▲Tokyo Subway Ticket

　お客様により安心してご利用いただけるよう、新宿線では朝の
ラッシュ時間帯に、女性専用車両を平成17年5月から導入してい
ます。
　なお、女性専用車両は小学生以下の方、身体障害者とその介護者
の方もご利用いただけます。

　平成27年11月から蓮根駅、平成28年3月から高島平駅の待合
室の供用を開始しました。現在、三田線志村三丁目駅・蓮根駅・西
台駅・高島平駅・新高島平駅と、新宿線東大島駅・船堀駅でご利用
になれます。冷暖房用空冷式パッケージエアコンやベンチ等を設
置し、猛暑や厳寒の日でも快適に電車をお待ちいただけます。

▲東大島待合室 ◆JNTO認定外国人観光案内所
　平成26年12月25日、大江戸線都庁前駅の都営交通案内所が日
本政府観光局（JNTO）から外国人観光案内所カテゴリー２（※）の
認定を受けました。

（※）少なくとも英語で対応可能なスタッフが常駐し、広域の案内を提供

　多言語表記やピクトグラムの活用などによる、誰にでもわかりやす
い案内サインを設置しています。また、ホーム上の案内板のデザイ
ンを統一するなど、東京メトロと案内サインを共通化しています。

▲上野御徒町TIC全景

　ＰＡＳＭＯは㈱パスモが発行するICカードです。首都圏の主な鉄道・
バスの乗車をはじめ、電子マネーとして加盟店でのショッピングも可
能です。JR東日本が発行するSuica（スイカ）との相互利用に加え、
平成25年3月からPASMO・Suicaを含む10の交通系ICカードによ
る全国相互利用サービスを開始しました。
　令和2年3月から、企画乗車券をPASMOに
搭載して発売可能となったほか、対応端末にア
プリケーションをインストールすることで従来の
ICカードと同様のサービスが利用できるモバイ
ルPASMOのサービスを開始しました。

　定期券及び企画乗車券の購入代金の支払
いに、クレジットカード決済をご利用いた
だけます。
　（JCB、MUFG、DC、UFJ、NICOS、
UC、VISA、マスター、アメリカンエクス
プレス、ダイナースクラブ）

◆ToKoPo（トコポ）◆

◆案内サイン◆

◆女性専用車両◆

◆地上駅待合室◆

◆タブレット端末の導入◆

◆子ども見守りサービス「まもレール」◆

◆クレジットカード決済◆

（※）PASMOにチャージ （入金）された、運賃に利用できる金額

　平成23年8月からPASMOを活用したポイ
ントサービス「ToKoPo（トコポ）」を開始しま
した。ToKoPoに入会し、登録したPASMO
で都営交通をSF（※）利用するとポイントが貯
まり、貯まったポイントはPASMOにチャー
ジすることができます。

　外国人旅行者や高齢者など鉄
道の利用に不慣れなお客様への
ご案内のため、地下鉄30駅にコ
ンシェルジュを配置しています。

コンシェルジュ▶

　平成29年2月から、外国人旅行者の利用が多い駅と、東京
2020大会競技会場の最寄駅となる駅（計32駅）に、路線図や観
光スポット等から行先を選択し乗車券を購入できる券売機（８言
語対応）を導入しています。

◆訪日外国人向け自動券売機

訪日外国人向け自動券売機▶

　東京メトロと共同で、外国人旅行者をはじめ、誰にでも東京の地
下鉄をわかりやすくご利用いただくため、地下鉄の路線名と駅名
に固有のアルファベットと番号を併記しています。

▲駅ナンバリング▶
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◆訪日外国人向け自動券売機

訪日外国人向け自動券売機▶
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▲駅ナンバリング▶
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に対する

優先席、低い吊り手、
低い荷物棚、つかま
りやすい縦の手すり

子育て応援スペース

案内情報装置とドア開閉表示灯

▲

AED（本八幡駅）

▲ています。
係

◆車いすスペース
　全ての列車に車いすスペースを設置しています。

◆フリースペース
　車いすをご利用のお客様、ベビーカーをご使
用のお客様等にご利用いただけるフリースペー
スを一部の編成の全車に設置しています。
　また、大江戸線の一部の新型車両において、
２か所のフリースペースに小さなお子様連れの
お客様に安心して気兼ねなく電車を利用してい
ただけるよう、「子育て応援スペース」を令和元
年7月から試験的に設置しています。

◆優先席
　全ての車両に優先席を４か所設置しています
（先頭車は２か所）。

◆車内点字シール
　全車両の各ドアに点字シールを取り付けています。

◆低い吊り手
　全車両に、「低い吊り手」を設置しています。

◆さらなる取組
　浅草線、新宿線と大江戸線で導入を進めている新車両では、座席間
に柔らかな曲線のつかまりやすい手すりや、従来より低い荷物棚を設
置し、利便性の向上を図っています。
　また、車内ドア上部に、光の点滅でドアの開閉を知らせる表示灯を
設置したほか、２画面の液晶モニター（チカッ都ビジョン）で案内情報
を充実させるなど、さらなる取組を行っています。

　地下鉄の全列車にVVVF制御(注)を採用し、環境負荷の低減に配慮
した省エネルギー車両を導入しています。

　サービス介助士は、高齢の方やお体の不自
由な方が、安心して社会参加できる環境を整え
るため、お迎えする側に必要な「おもてなしの
心」と「安全な介助技術」を学ぶ資格です。
　お客様に快適に安心してご利用いただける
よう、地下鉄の駅係員や乗務員がサービス介助
士の資格を取得する取組を進めています。

　平成25年度に、全ての駅でエレベーター等による1ルート確保を
完了しました。さらに駅のバリアフリー化をより一層進めるため他
路線との乗換駅等において、エレベーターを設置し、利便性の向上
を図っています。また、お身体の不自由な方や乳幼児をお連れの方
などにもご利用いただける「だれでもトイレ」や、車いす利用の方
にも利用しやすい低位型自動券売機、駅構内の設備を点字や音声で
ご案内する「触知案内板」なども設置しています。
　今後も、順次計画的に駅のバリアフリー化を進め、どなたにも利
用しやすい駅を目指していきます。

令和2

地下鉄の全列車に、このシステムを採用しています。

交通局

▲浅草線5500形車内LED灯

▲浅草線5500形の車内点字シール
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　各営業所において、地元の警察署と
連携して、高齢者や小学生を対象とし
た交通安全教室を実施し、バス車内にお
ける転倒や自転車との接触などの事故防
止の啓発に努めています。

事業エリア

631,724

令和元年度27

　都営バスは、主に東京都のJR山手線と荒川に囲まれた地域及び江戸川
区の一部並びに多摩地域の一部で運行しており、令和元年度は一日平均
約63万2千人のお客様にご利用いただきました。しかし、少子高齢化の
進行やそれに伴う生産年齢人口の減少等により、長期的には乗車数の大
幅な増加が期待できないなど、今後の事業環境は厳しくなっていくもの
と見込まれます。
　こうした中、都営バスでは、バス接近表示の充実や運行情報のインター
ネット配信サービスの導入など、お客様の利便性向上を図っています。ま
た、ノンステップバス等のひとにやさしい車両の導入、燃料電池バス等の環
境にやさしい低公害車両の導入、地元自治体から要望を受けたバス路線の運
行など、公営交通として社会的役割も担っています。
　また、経営の効率化を図るため、一部の営業所（支所）において「管理の
委託（注）」を実施しています。

　車両の定期点検整備のほか、毎日の運行前に日常点検を行って
います。

　無線装置を全て
の車両及び営業所
等に装備し、運行管
理や緊急時の連絡
に活用しています。

連絡

　また、バスジャックなどの不測の事態が発生した場合、緊急事態を
周囲に知らせるSOS電光表示装置を導入しています。

　始業・終業点呼等にアルコールチ
ェックを実施するなど、酒気帯び出
勤防止について、様々な取組を行っ
ています。

の

交通安全教室の実施

743.9

131

1,090.9

1,547 3,817

1０.7

12

1,513

75

7
※1　江東区コミュニティバス「しおかぜ」を除く
※2　令和元年度の平均

令和2年4月1日現在

　各営業所において、四
半期ごとに乗務員を対象
とした安全研修を実施し
ています。この研修では、
座学だけでなく、バスの実
車を用いるなど、乗務員
が実際に体験する実技研
修を取り入れています。

▲安全研修（座学）

　事故・災害等の異常時を想定した情報伝達訓練を毎年実施してい
るほか、関係機関と連携し、テロ対策訓練や消防訓練等を随時実施
しています。

▲交通安全教室

　全車にドライブレコーダーを設置しています。記録された映像と
データを活用して、事故の原因を分析するとともに、乗務員の安全
教育を実施して安全意識の向上を図っています。

各種訓練▶

▲乗務員による運行前の点検▲

※1

※2

※2

▲IP無線（本局）▲IP無線（車載機）
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▲バス案内用デジタルサイネージ

　一定の歩道幅員があるなどの設置可能な場所に、上屋及びベン
チの新設や建替えを行っています。新しいタイプの上屋は、景観
に配慮したデザインで、雨風よけの強化ガラスを設置しており、お
客様が快適にバスをお待ちいただけます。広告板のついたタイプ
の上屋は、その広告料収入により、上屋及びベンチの設置や維持管
理の経費を賄っています。

◆停留所上屋・ベンチの新設及び建替え

◆次停留所名表示装置の更新◆

　バス車内に設置されている次停留所名表示装置をフルカラー液
晶ディスプレイに更新し、情報案内の充実を図っています。平成
28年度末に全ての車両への更新を完了しました。

次停留所名表示装置▶

◆バス案内用デジタルサイネージによる情報発信◆

　都営地下鉄の改札口付近やバスターミナルにデジタルサイネージ
を設置し、運行情報等を多言語で案内しています。デジタルサイネー
ジの特性を活かし、最新の運行状況
を表示するとともに、タッチ操作に
より路線図を拡大して見やすく表
示したり、QRコードにより手元の
スマートフォンにのりば案内を表
示させることができます。令和元
年度末までに23基設置しており、
今後も計画的に導入していく予定
です。

　学校行事や職場旅行などに利用できる観光バスを５両、車いす
に乗ったまま乗車することができるリフト付き観光バスを３両、
合計８両（令和２年４月１日現在）所有しています。
　また、路線バスの車両を使用した貸切も行っており、各種イベ
ントの送迎などにご利用いただいています。

　外国人のお客様に都営バスをわかりやすくご利用いただけるよ
う、インバウンド需要の多い路線などの４系統（都01、都08、海
01、波01）において、バス車両の行先表示器やバス停等に系統
番号の漢字部分にアルファベットを併記する系統ナンバリングを
導入しています。

◆フルカラー行先表示器の導入◆

　乗りたいバスを色でもわかるようにするため、バス車外に表示し
ている行先表示器をフルカラー化する取組を行っています。
　令和元年度末までに377両に導入しています。

　バス車両の停留所への接近状況、乗車までの
待ち時間、主要停留所までの所要時間など、多
彩な情報をお客様に提供しています。
　平成22年度から装置の更新を開始し、令和
元年度末までに189基を設置しています。

　バス停留所の標識柱に、低コストで設置でき
る簡易型バス接近表示装置を設置しています。
　令和元年度末までに760基を設置し、今後
も増設していく予定です。
　また、平成28年度には、一部の接近表示装
置を液晶型とし、英語による接近案内を開始し
ました。

◆車内デジタルサイネージによる情報発信◆

　バス車内にデジタルサイネージを
設置し、観光スポットや鉄道運行情
報、天気予報やニュースなど、多彩
な情報発信を行っています。
　令和元年度末までに50０両に設
置しており、今後、令和２年度末ま
でに1,000両に設置する予定です。

▲車内デジタルサネージ

▲液晶型接近表示装置

▲フルカラー行先表示器

系統運行状況

リフト付き観光バス

系統ナンバリング表示例

　時刻表や停留所へのバス接近情報等を、スマートフォン・携帯電
話やパソコンからリアルタイムで確認できるサービスを提供してい
ます。　PASMOは、㈱パスモが発行する首都圏をはじめとした主な鉄

道・バスで利用できるICカードです。都営バス全路線でご利用いた
だけます。
　PASMOには、都営バスIC定期券、都営バスIC一日乗車券の発売
が可能です。また、SF利用額に応じサービス実施事業者共通で使
用できるバス利用特典サービス（バス特）のほか、一定の時間内に
都営バスから都営バスに乗り継
いだ場合に運賃を割り引く乗継
割引も実施しています。

◆無料Wi－Fiサービスの提供◆

◆系統ナンバリングの導入◆

　平成25年度から全車両の車内で無料Wi－Fiサービスを提供し
ています。サービスのご利用は一回180分以内、一日何回でもご
利用いただけます。外国人旅行者等の利便性を考慮し、登録画面
では日本語のほか、英語、中国語、韓国語を選択できます。

▲車内のＷｉ－Ｆｉステッカー▲

　地域の実情やお客様のニーズに合わせた運行ルートやダイヤの
見直しを適宜行い、利便性や効率性の向上を図っています。

　バス専用レーン・優先レーンの設定や信号サイクルの見直しな
ど、関係機関に要請しながら、路線バスの走行環境を改善し、定
時運行の確保を図っています。
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令和２

化を進め、
を

車両後方の通路にある段差を解消した車両

　車内には、ベビーカーや車いすを利用されているお客様に、安全
に、安心してご利用いただくため、補助ベルト及び固定ベルトを搭
載しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さらにより一
層のバリアフリーを追及するため車内後方の通路段差を解消した
フルフラットバスを平成30年12月25日に運行開始しました。こ
れらのバスには、車いすスペースも確保し、スロープを利用すれば
車いすをご利用のお客様もより容易にご乗車いただけます。

　全車両に筆談具を、営業所には筆談器を設置し、お客様との円滑
なコミュニケーションが図れるよう配慮しています。

▲救命救急AED講習

　お客様が急に心停止状態等になられた場合に対応するため、全営
業所及び主要バスターミナル等にAED（自動体外式除細動器）を設
置しています。
　また、全ての乗務員が救命救急講習を受講しています。

▲AED（営業所設置）

▲筆談器（営業所設置）

　更新する車両の全てを最新の排出ガス規制に適合したノンス
テップバスとし、NOx、PM（注）の削減に努めています。
（注）

令和２
内　　　容

バスの停止・発進に合わせエンジンの自動停止・再スタートを行う

導入開始年 H6・1 在庫車両数（両） 1,446

内　　　容

平成16年　排出ガス規制（新短期規制）対応

導入開始年 H17・1 在庫車両数（両） 224

内　　　容

平成17年　排出ガス規制（新長期規制）対応

導入開始年 H17・11 在庫車両数（両） 343

内　　　容

平成17年　排出ガス規制（新長期規制）対応

導入開始年 H19・10 在庫車両数（両） 100

内　　　容

平成21年　排出ガス規制（ポスト新長期規制）対応

導入開始年 H22・10 在庫車両数（両） 454

内　　　容

平成21年　排出ガス規制（ポスト新長期規制）対応

導入開始年 H22・9 在庫車両数（両） 28

アイドリング・
ストップ＆スタート
装置付バス

新短期規制バス

新長期規制バス

ポスト新長期規制
バス

新長期規制
ハイブリッドバス

ポスト新長期規制
ハイブリッドバス

内　　　容

平成28年　排出ガス規制対応

導入開始年 H29・11 在庫車両数（両） 325

乗降口のステップをなくした、どなたでも乗
り降りがしやすい車両ノンステップバス H9.3

H30.12

1,513

（29）フルフラットバス

◆最新の排出ガス規制（平成２８年規制）適合車の導入
　最新の排出ガス規制（平成28年規制）に適合するバスの運行を平
成29年11月から開始しました。以下の技術等で規制をクリアし
ています。
①燃料の高圧噴射による燃焼最適化技術
②DPFと尿素水による排出ガス後処理技術
③総合的な電子制御技術

　平成19年10月から運行を開始しました。
　ハイブリッド・ノンステップバスは、バッテリー等を屋根に設置
することで、ノンステップ化を実現しました。モーターによりエン
ジンの駆動力をアシストして低燃費であることから、CO₂の低減に
寄与しています。
　平成２2年9月には、ポスト新長期規制に適合したハイブリッド
ノンステップバスの運行を開始しています。

平成28年規制バス▶

▲車いすスロープ

▲フルフラットバス

▲ベビーカーの親子

（　）の数は、車両数の内数

　都営バスの通勤定期券をお持ちのお客様が、同居のご家族と一
緒に都営バスに乗車される場合、土・日・祝日等の適用日に限り、
ご家族が割引運賃（大人100円･小児50円現金のみ）でご乗車いた
だける制度です。

　燃料電池バスとは、燃料となる水素と酸素を化学反応させて作っ
た電気により、モーターを駆動させ、走行するバスで、走行時には
水しか排出しない環境に優れたバスです。
　都営バスでは燃料電池バスの導入に向け、平成27年7月、走行実
証実験を行いました。平成28年度に2両を導入し、平成29年3月
21日から、市販車では日本初となる営業運行を開始、令和元年度
末現在38両で運行しています。

燃料電池バス▶

平成２８年規制バス

車 両 数
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27 令和
元年度

の廃止を余儀なくされました。

自動車交通量が増大していく流れの
中で、軌道敷内への自動車乗り入れによる輸送効率の
低下が顕著となり、

　車両、軌道、架線、信号、通信ケーブ
ルなどの点検・整備を、定期的に行って
います。

後方から

安全・安心の確保に向けた
訓練を定期的に実施してい
ます。

います。
体調

　PASMOは㈱パスモが発行する首都圏の主な鉄道・バスに利用
できる便利なICカードです。都電全車両でご利用いただけます。
　PASMOには、都電IC定期券、都電IC一日乗車券の発売が可能で
す。また、SF利用額に応じ、サービス実施事業者共通で使用でき
るバス利用特典サービス（バス特）も実施しています。令和2年3
月から、対応端末にアプリケーションをインストールすることで
従来のICカードと同様のサービスが利用できるモバイルPASMO
のサービスを開始しました。

　停留場からの転落事故を防止し、
お客様により安全にご利用いただけ
るよう、平成24年度から設置可能
な全ての停留場に固定式ホーム柵を
設置しています。

◆ToKoPo（トコポ）◆

　PASMOを活用したポイントサービス「ToKoPo（トコポ）」を実
施しています。
（「ToKoPo（トコポ）」については、P.8を参照）

　車載映像記録装置を全車
両に設置しています。記録
された映像とデータを活用
して事故の原因を分析する
とともに乗務員の安全教育
を実施しています。

45,658 46,683

　営業キロはわずか12.2kmですが、令和元年度は
一日平均約4万7千人のお客様にご利用いただき、地
域に密着した交通機関として親しまれています。
　荒川線の魅力を国内外に積極的にアピールし、更
なる利用者の誘致、沿線地域の活性化に寄与してい
くため、外国人を含む観光客の方にも親しみやすい
路線愛称を付けることとし、広く意見募集を行いまし
た。その結果平成29年
4月に愛称が「東京さく
らトラム」に決定しまし
た。

東京さくらトラム（都電荒川線）路線図

東京さくらトラム
Tokyo Sakura Tram

（都電荒川線）

8900形車両▶

令和2年4月1日現在

33両
７７００形 8両（定員６２人）
８５００形 ５両（定員６５人）
８８００形 １０両（定員６１人）
８９００形 8両（定員６２人）
９０００形 ２両（定員６４人）

5 7

東京さくらトラム（都電荒川線）の概要
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　沿線の景観向上や環境負荷の低減を図るため、都電サポーター
や地元自治体と協力・連携して、沿線の緑化に取り組んでいます。
また、荒川車庫前停留場付近、大塚駅前停留場付近及び町屋駅前
停留場付近では、軌道
を緑化し、植え付けた
植物の生育状況につい
て経過観察を行ってい
ます。

沿線のバラと9000形▶

を して
います。

　都電の通勤定期券をお持ちのお客様が、同居のご家族と一緒に
都電に乗車する場合、土・日・祝日等の適用日に限り、ご家族が割
引運賃（大人100円・小児50円現金のみ）でご乗車いただける制
度です。

　都電の魅力向上と沿線地域の活性化に寄与するため、地元自治

体や都電サポーター（地元で都電の応援・PRをしてくれる皆さん）

との連携強化に努め、沿線のPRや都電の魅力を引き出す地域に密

着したイベントなどを積極的に展開しています。

　荒川電車営業所内に、都電黄金時代に活躍した車両2両を展示する
施設を平成19年5月に開設しました。
　また、地域と連携したイベント等に
も利用できるスペースも併設しました。
（年末年始を除く土・日・祝日のみ公開。
入場無料。）

　お客様の利便性の向上を図るとともに、地域と

も連携して沿線情報を発信する新たな拠点とし

て、平成30年10月に三ノ輪橋おもいで館を開設

しました。都電をはじめ、都営交通及び沿線情報

の案内や、乗車券・グッズ等の販売、各種案内冊

子の配布などを行っています。

◆三ノ輪橋おもいで館の開設

　都電では平成19年5月及び平成21年1月に地域の観光振興にも
役立てるよう、レトロ調の9000形を導入しました。また平成21年
より景観に調和した優しさと親しみやすいデザインの8800形を導
入、平成27年にはさらなる先進性と快適性、どなたでも乗りやすい
ユニバーサルデザインを取り入れた8900形を導入しました。
8800形と8900形の塗色は沿
線に咲き誇るバラの色をイメー
ジしています。平成28年3月に
は7000形車体をリニューアル
した、クラシックモダン調の
7700形がデビューし、平成28
年度中に8両がそろいました。

▲330形車両

令和2年4月1日現在

令和元年度一日平均乗降人員

27,147

14,931

2,688

4,949

1,946

5,124

3,173

5,490

6,106

5,493

2,400

4,386

6,903

90,737

27,106

15,927

2,528

4,728

1,929

5,020

3,122

5,422

6,057

5,377

2,360

4,347

6,816

90,737

　日暮里・舎人ライナーは、荒川区の日暮里と足立区
の舎人地区9.7kmを結ぶ新交通システムです。
　建設に際しては、インフラ部（支柱、軌道桁、駅の主
要構造物など）を、ルートに当たる尾久橋通りの整備
と併せて東京都建設局が担当、インフラ外部（車両や
電気施設等）を、東京都地下鉄建設㈱（注）が担当し、平
成9年12月に工事着手しました。交通局は、平成19
年10月1日に国から軌道法に基づく軌道事業譲渡許可
を受けて運営することとし、平成20年3月30日に開
業しました。
　令和元年度は一日平均約９万１千人のお客様にご利
用いただきました。
　この路線の開業により、沿線地域の交通アクセスは
飛躍的に向上し、今後も道路渋滞の緩和や沿線地域の
活性化が期待されています。

（注）駅別乗降人員の一日平均は、端数未調整である。

330形・5両（5両×1編成）
320形・5両（5両×1編成）

２0

約

245人/編成（300形）  259人/編成（320形）  262人/編成（330形）

　全ての車両で、省エネルギー効果の高いＶＶＶＦ制御を採用し
ています。また車内照明にＬＥＤを導入することにより、省エネ化、
環境負荷の低減及び長寿命化を進めています。

（注）都営地下鉄大江戸線環状部の建設を行った東京都の第三セクター

三ノ輪橋おもいで館▶
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乗り換え

全て

全て

　全駅の改札口付近にディスプレイを設置
し、列車の遅れ等の運行情報をすみやかに
提供しています。

LCDや

◆ToKoPo（トコポ）◆

　PASMOを活用したポイントサービス「ToKoPo（トコポ）」を実施
しています。
（「ToKoPo（トコポ）」については、P.8を参照）

　火災等の非常時には、ホーム階から二方向
避難として、階段とともにホーム端部にある
非常扉から避難するルートを全駅に確保して
います。

　駅構内で火災が発生した場合に備え、自動
火災報知設備、消火器のほか、消防隊が消防
ポンプ車と連結し、消火活動ができるよう、
連結送水管設備を全駅に設置しています。

ています。
係

お身体

全て

全て

全て

　一部の車両に「低い吊り手」を設置
しています。

　列車の走行に使うモーターをブレーキ時に発電機として動作させ、
発電した電力を電車線に戻して他の列車の走行に利用するほか、変電
所に送電して駅の照明などに利用する「電力回生システム」を全ての
列車に装備しています。

　全ての車両で、省エネルギー効果の高いVVVF制御を採用して
います。

　ＰＡＳＭＯは㈱パスモが発行するICカードです。首都圏の主な
鉄道・バスの乗車をはじめ、電子マネーとして加盟店でのショッピ
ングも可能です。JR東日本が発行するSuica（スイカ）との相互利
用に加え、平成25年3月からPASMO・Suicaを含む10の交通系
ICカードによる全国相互利用サービスを開始しました。
　令和２年３月から、企画乗車券をＰＡＳＭＯに搭載して発売可
能となったほか、対応端末にアプリケーションをインストールす
ることで従来のＩＣカードと同様のサービスが利用できるモバイ
ルＰＡＳＭＯのサービスを開始しました。

　聴覚障害者対応として、指令区の係員と筆
談ができるよう、令和２年２月から無人駅にカ
メラ及びモニター付きインターホンを設置し
ています。

◆カメラ付インターホン

カメラ付インターホン ▼
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発電した電力を電車線に戻して他の列車の走行に利用するほか、変電
所に送電して駅の照明などに利用する「電力回生システム」を全ての
列車に装備しています。

　全ての車両で、省エネルギー効果の高いVVVF制御を採用して
います。

　ＰＡＳＭＯは㈱パスモが発行するICカードです。首都圏の主な
鉄道・バスの乗車をはじめ、電子マネーとして加盟店でのショッピ
ングも可能です。JR東日本が発行するSuica（スイカ）との相互利
用に加え、平成25年3月からPASMO・Suicaを含む10の交通系
ICカードによる全国相互利用サービスを開始しました。
　令和２年３月から、企画乗車券をＰＡＳＭＯに搭載して発売可
能となったほか、対応端末にアプリケーションをインストールす
ることで従来のＩＣカードと同様のサービスが利用できるモバイ
ルＰＡＳＭＯのサービスを開始しました。

　聴覚障害者対応として、指令区の係員と筆
談ができるよう、令和２年２月から無人駅にカ
メラ及びモニター付きインターホンを設置し
ています。

◆カメラ付インターホン

カメラ付インターホン ▼
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　地下鉄全線（目黒駅～三田駅間を除く。）に、光ファイバーケー
ブルを敷設し、通信事業者への賃貸事業を行っています。
　また、地下鉄駅構内では、携帯電話・PHS・Wi-Fi（無線LAN）・
WiMAXの基地局の設置スペースを通信事業者に提供することで、
駅構内（携帯電話・WiMAXは駅間を含む。）において各サービスを
提供しています。
　さらに、地下鉄車内にWi-Fi（無線LAN）アクセスポイントを設
置し、全編成でサービスを提供しています。

　玩具などの商品化や、駅構内などでの映画やテレビドラマ、雑
誌等の撮影を許諾し、都営交通のPRを行うとともに許諾料を得て
います。

　公営交通事業者としての責任と役割を果たすため、関連事業に
おいても様々な社会貢献に取り組んでいます。
　不動産の有効活用では、保育所等の併設を公募条件とした利活
用物件（サービス付き高齢者向け住宅）が、平成29年度当初に旧
用賀職員寮跡地に開業しました。また、都の待機児童解消に向け
た取組「とうきょう保育ほうれんそう」に交通局も参画し、区市町
村等へ局有地の情報提供を行っています。
　構内営業では、地元区との連携により、障害のある方が働く店
舗を5店舗設置し、障害のある方の雇用機会の拡大を支援してい
ます。

◆社会貢献への取組◆

◆光ファイバーケーブルの貸付・携帯電話・PHS・Wi-Fi（無線LAN）等

障害者が働く店舗（高島平駅）▶

◀旧用賀職員寮跡地に開業した利活用物件
（保育所等を併設したサービス付き高齢者向け住宅）

　関連事業とは、自動車運送事業、高速電車事業等の本来事業の経
営基盤の強化に寄与し、質の高いサービスを提供するために、土地、
建物などの資産の有効活用や広告事業を展開し、長期的に安定し
た収入を確保する事業です。
　このうち、資産の有効活用としては、土地・建物や、鉄道高架下の
貸付け、駅構内での店舗営業・自動販売機の設置などを行っています。
　また広告事業では、駅施設や地下鉄、バス、都電、日暮里・舎人
ライナーの車両を主な媒体として、広告料収入を得ています。
　さらに、通信サービスでは光ファイバーケーブル設備や携帯電話・
PHS・Wi-Fi（無線LAN）等の基地局を設置するため、地下鉄駅構内・車
内や、ずい道内等を通信事業者等に提供し、設置料・使用料を得ています。

宿泊施設（巣鴨自動車営業所横） 駐車場（中延駅A4出入口横）

　不動産の有効活用として土地及び建
物の貸付けを行い、賃貸料収入を得て
います。土地(鉄道高架下を含む。)に
ついては、ビル・店舗・駐車場の用地と
して、建物についてはテナントに貸付
け、それぞれ活用しています。

オフィスビル（目黒セントラルスクエア）▶

　車内、車体、駅構内などの交通広告媒体を販売し、広告料収入を
得ています。
　車内のポスターやステッカー、駅ばりポスターなどの一般的な
媒体のほか、ラッピングバスや広告付きバス停留所、車内ビジョン、
駅デジタルサイネージなど注目度と訴求効果の高い媒体など、様々
な広告を展開しています。

▲駅エスカレーター壁面を活用したポスター広告（六本木駅）

▲地下鉄車内の液晶モニター広告（チカッ都ビジョン）▲志村三丁目駅付近高架下 ▲コンビニエンスストア（小川町駅）

　駅構内に店舗や自動販売機、期間限定ショップ、金融機関ATM、
宅配受取ロッカーなど様々な利便施設を設けているほか、PASMO
電子マネーが使用できる店舗の拡大を通じて、お客様の利便性の
向上と収益確保を図っています。

期間限定ショップ（五反田駅） 外貨両替機（上野御徒町駅）

駅掲示ステッカー（Wi-Fi）

▲神保町駅構内店舗

▲宅配受取ロッカー（日暮里駅）▲傘シェアリングサービス
　レンタルスポット（高島平駅）
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　地下鉄全線（目黒駅～三田駅間を除く。）に、光ファイバーケー
ブルを敷設し、通信事業者への賃貸事業を行っています。
　また、地下鉄駅構内では、携帯電話・PHS・Wi-Fi（無線LAN）・
WiMAXの基地局の設置スペースを通信事業者に提供することで、
駅構内（携帯電話・WiMAXは駅間を含む。）において各サービスを
提供しています。
　さらに、地下鉄車内にWi-Fi（無線LAN）アクセスポイントを設
置し、全編成でサービスを提供しています。

　玩具などの商品化や、駅構内などでの映画やテレビドラマ、雑
誌等の撮影を許諾し、都営交通のPRを行うとともに許諾料を得て
います。

　公営交通事業者としての責任と役割を果たすため、関連事業に
おいても様々な社会貢献に取り組んでいます。
　不動産の有効活用では、保育所等の併設を公募条件とした利活
用物件（サービス付き高齢者向け住宅）が、平成29年度当初に旧
用賀職員寮跡地に開業しました。また、都の待機児童解消に向け
た取組「とうきょう保育ほうれんそう」に交通局も参画し、区市町
村等へ局有地の情報提供を行っています。
　構内営業では、地元区との連携により、障害のある方が働く店
舗を5店舗設置し、障害のある方の雇用機会の拡大を支援してい
ます。

◆社会貢献への取組◆

◆光ファイバーケーブルの貸付・携帯電話・PHS・Wi-Fi（無線LAN）等

障害者が働く店舗（高島平駅）▶

◀旧用賀職員寮跡地に開業した利活用物件
（保育所等を併設したサービス付き高齢者向け住宅）

　関連事業とは、自動車運送事業、高速電車事業等の本来事業の経
営基盤の強化に寄与し、質の高いサービスを提供するために、土地、
建物などの資産の有効活用や広告事業を展開し、長期的に安定し
た収入を確保する事業です。
　このうち、資産の有効活用としては、土地・建物や、鉄道高架下の
貸付け、駅構内での店舗営業・自動販売機の設置などを行っています。
　また広告事業では、駅施設や地下鉄、バス、都電、日暮里・舎人
ライナーの車両を主な媒体として、広告料収入を得ています。
　さらに、通信サービスでは光ファイバーケーブル設備や携帯電話・
PHS・Wi-Fi（無線LAN）等の基地局を設置するため、地下鉄駅構内・車
内や、ずい道内等を通信事業者等に提供し、設置料・使用料を得ています。

宿泊施設（巣鴨自動車営業所横） 駐車場（中延駅A4出入口横）

　不動産の有効活用として土地及び建
物の貸付けを行い、賃貸料収入を得て
います。土地(鉄道高架下を含む。)に
ついては、ビル・店舗・駐車場の用地と
して、建物についてはテナントに貸付
け、それぞれ活用しています。

オフィスビル（目黒セントラルスクエア）▶

　車内、車体、駅構内などの交通広告媒体を販売し、広告料収入を
得ています。
　車内のポスターやステッカー、駅ばりポスターなどの一般的な
媒体のほか、ラッピングバスや広告付きバス停留所、車内ビジョン、
駅デジタルサイネージなど注目度と訴求効果の高い媒体など、様々
な広告を展開しています。

▲駅エスカレーター壁面を活用したポスター広告（六本木駅）

▲地下鉄車内の液晶モニター広告（チカッ都ビジョン）▲志村三丁目駅付近高架下 ▲コンビニエンスストア（小川町駅）

　駅構内に店舗や自動販売機、期間限定ショップ、金融機関ATM、
宅配受取ロッカーなど様々な利便施設を設けているほか、PASMO
電子マネーが使用できる店舗の拡大を通じて、お客様の利便性の
向上と収益確保を図っています。

期間限定ショップ（五反田駅） 外貨両替機（上野御徒町駅）

駅掲示ステッカー（Wi-Fi）

▲神保町駅構内店舗

▲宅配受取ロッカー（日暮里駅）▲傘シェアリングサービス
　レンタルスポット（高島平駅）
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　上野動物園の東園と西園を結ぶモノレールは、将来の新しい都市
交通機関として実験的に建設した我が国で最初のモノレールです。
この路線は、動物園の遊戯施設ではなく、鉄道事業法に基づく交通
機関です。
　昭和32年12月17日の開業以来、交通局の施設として運営して
きましたが、平成12年に上野動物園を所管する東京都建設局に施
設を無償で譲渡し、交通局がその施設を借り受けて管理運営を行っ
てきました。
　なお、平成13年度の運行開始から17年が経過した40形車両の
経年劣化が顕著に進んだことから、令和元年11月１日から運行を
休止しています。

電気事業

現在は、

か
発電する電力量は、概ね一般家庭3万5千世帯の使用量に相当し、発
電した電気を公募で決定した電気事業者に売却しています。

▲事故から学ぶ展示室

▲｢安全の誓い｣の碑の清掃

お客様の安全・安心の確保を最優先にする姿勢と決意を示す取組
として、平成19年から、毎年６月13日を「都営交通　安全の日」
に定めました。この日は、浅草線浅草橋駅でのドア挟みによる死
亡事故（平成６年）、荒川線での車両衝突事故（平成18年）という２
つの重大事故が発生した、交通局職員が決して忘れてはならない
日です。
安全の日を中心に、安全標語の募集、意見交換会、巡回や点検
強化などを実施しています。
これからも二度とこのような事故を引き起こさないために、全職
員が一丸となって安全輸送の確保に全力で取り組んでいます。

　平成18年10月、「運輸の安全性の向上のための鉄道事業法等の
一部を改正する法律」の施行に基づき、輸送の安全を確保するため
の事業の運営方針に関する事項等を定めたもので、安全統括管理者
を中心とした安全管理の責任体制及びその管理実施方法等を規定し
た、「鉄・軌道事業安全管理規程」「自動車事業安全管理規程」をそれ
ぞれ制定しました。

　安全管理規程に基づき、安全に係る基本的な姿勢を示した「安全
方針」を平成18年12月に制定しました。平成28年4月、改めて安
全に対する姿勢を明確に示し、職員の安全意識の向上を図るため、
改定しました。交通局経営方針の冒頭にある「都民やお客様の信頼
に応えるため、安全・安心を最優先し、全職員が一丸となって、災
害に強く、事故のない都営交通」の実現を目指して、４つの具体的
な取組を『安全方針』として定めています。
　この安全方針を具体化した「安全重点施策」を毎年度策定し、こ
れを着実に実施することにより、安全の確保を図っています。

ています。

営 業 区 間 上野動物園東園～上野動物園西園
営 業 キ ロ 0.3km（※日本最短）
正 式 名 称 東京都懸垂電車上野懸垂線
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　上野動物園の東園と西園を結ぶモノレールは、将来の新しい都市
交通機関として実験的に建設した我が国で最初のモノレールです。
この路線は、動物園の遊戯施設ではなく、鉄道事業法に基づく交通
機関です。
　昭和32年12月17日の開業以来、交通局の施設として運営して
きましたが、平成12年に上野動物園を所管する東京都建設局に施
設を無償で譲渡し、交通局がその施設を借り受けて管理運営を行っ
てきました。
　なお、平成13年度の運行開始から17年が経過した40形車両の
経年劣化が顕著に進んだことから、令和元年11月１日から運行を
休止しています。

電気事業

現在は、

か
発電する電力量は、概ね一般家庭3万5千世帯の使用量に相当し、発
電した電気を公募で決定した電気事業者に売却しています。

▲事故から学ぶ展示室

▲｢安全の誓い｣の碑の清掃

お客様の安全・安心の確保を最優先にする姿勢と決意を示す取組
として、平成19年から、毎年６月13日を「都営交通　安全の日」
に定めました。この日は、浅草線浅草橋駅でのドア挟みによる死
亡事故（平成６年）、荒川線での車両衝突事故（平成18年）という２
つの重大事故が発生した、交通局職員が決して忘れてはならない
日です。
安全の日を中心に、安全標語の募集、意見交換会、巡回や点検
強化などを実施しています。
これからも二度とこのような事故を引き起こさないために、全職
員が一丸となって安全輸送の確保に全力で取り組んでいます。

　平成18年10月、「運輸の安全性の向上のための鉄道事業法等の
一部を改正する法律」の施行に基づき、輸送の安全を確保するため
の事業の運営方針に関する事項等を定めたもので、安全統括管理者
を中心とした安全管理の責任体制及びその管理実施方法等を規定し
た、「鉄・軌道事業安全管理規程」「自動車事業安全管理規程」をそれ
ぞれ制定しました。

　安全管理規程に基づき、安全に係る基本的な姿勢を示した「安全
方針」を平成18年12月に制定しました。平成28年4月、改めて安
全に対する姿勢を明確に示し、職員の安全意識の向上を図るため、
改定しました。交通局経営方針の冒頭にある「都民やお客様の信頼
に応えるため、安全・安心を最優先し、全職員が一丸となって、災
害に強く、事故のない都営交通」の実現を目指して、４つの具体的
な取組を『安全方針』として定めています。
　この安全方針を具体化した「安全重点施策」を毎年度策定し、こ
れを着実に実施することにより、安全の確保を図っています。

ています。
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詳しくはウェブで

キャンペーン期間中は、
ToKoPo土休日ボーナスの
ポイントアップ！

2019年6月の土曜日・日曜日期　間

都営地下鉄、日暮里・舎人ライナー
東京さくらトラム（都電荒川線）

対象路線

5ポイント

プレゼント

ToKoPo 検索

エコボーナス
キャンペーン

6月は
環境月

間!

ToKoPoは都営交通のご利用でポイントがたまる、お得なサービスです。
ToKoPoに入会すると、お手持ちの記名式PASMOで都営の交通機関に
乗るたびにポイントがたまります。たまったポイントは、1ポイントを
1円として、10ポイント単位でPASMOにチャージすることができ、
電車やバスの乗車のほか、お買い物にもご利用頂けます。
入会費・年会費はもちろん無料です。この機会にぜひご入会ください。

通常、1日につき2ポイントが

10ポイントに！
通常、土日休ボーナス
0ポイントが

＋5ポイントに！

※PASMOは株式会社パスモの登録商標です。 

都営地下鉄
日暮里・舎人ライナー

東京さくらトラム
（都電荒川線）5倍

たまる

土・日は都営交通で出かけよう!

CO2排出量が、自動車の約1/7

鉄道はこんなにエコ!

一人が1㎞移動するときに発生するCO2排出量（単位：g/人㎞）
国土交通省HPデータ（2017年度）から

19

137

鉄道
自家用車

、環境対策の推進に取り組んで
います。

　環境方針の基本理念の下、交通事業者としての社会的役割を認識
し、事業における環境への負荷を可能な限り低減するなど、積極的に
取り組んでいます。

目指

▲100年の森

22,052
令和元年度にお客様から寄せられたご意

マナーブック▶

　小学生の皆さんにも交通マナーを知って
いただくため、マナーブック「楽しく乗ろう！都
営交通」を作成し、都内の全ての小学校に配
布するとともに、授業等で活用していただい
ています。

一丸 て

◆マナーブックの配布◆

ポスターや車内液晶モニター、ホームページなどを活用して、交通局
の環境対策について、お客様へ情報を発信しています。

◆環境対策の情報発信◆

サービス推進発表会

　職場の実態や課題等を踏まえ、各サービス推進チームが中心とな
り、お客様の立場で自ら考える組織風土づくりに取り組んでいます。
　また、「サービス推進発表会」を開催するなど、お客様本位のサービ
スについて考えながら、組織横断的に課題解決に挑む組織風土づくり
にも取り組んでいます。

　都営交通をより快適にご利用していただくために、駆け込み乗車
の防止や優先席の適正な利用などのマナーポスター及び動画を作
成し、公共交通利用
時におけるマナー
へ のご理 解とご協
力をお願いしてい
ます。

▲マナーポスター（駆け込み乗車）

　お客様視点のサービスを展開していくため、平成18年度から都
営交通モニター制度を導入しました。450名のモニターの皆様に、
局職員のお客様応対、駅や車両、バス停留所の状況について、サ
ービスレベルを4段階で評価していただいています。
　また都営交通の事業をより深く理解していただくために、施設
見学会も開催してい
ます。こうして得ら
れた評価や意見を局
事業に反映させ、よ
り一層のサービス向
上に努めています。

▲モニター見学会（地下鉄訓練）

マナーブック

楽しく乗ろう！
都 営 交 通

と
えい

こう
つう

都営バス
と  えい

都営三田線
と  えい   み   た  せん

都営浅草線
と  えい あさ くさ せん

都営新宿線
と   えい しんじゅくせん

都営大江戸線
と  えい おお   え   ど  せん東京さくらトラム（都電荒川線）

と  でん あら かわ せん

とうきょう

Tokyo Sakura Tram

日暮里・舎人ライナー

にっ  ぽ    り         とねり

活動

います。

　イベントに参加された方へのToKoPo
ボーナスポイントの付与や環境月間にお
ける環境局と連携したToKoPo工コボー
ナスキャンペーンの実施などを通じ、環境
にやさしい都営交通の利用を促進してい
ます。

　地球温暖化対策として、局施設の整備に当たっては、照明のLED
化や高効率なエスカレーター等を導入し、省エネルギ ー化を図る
ことでCO2排出量を削減するなど、環境に配慮した施設の整備を
行っています。

▲PR動画
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詳しくはウェブで

キャンペーン期間中は、
ToKoPo土休日ボーナスの
ポイントアップ！

2019年6月の土曜日・日曜日期　間

都営地下鉄、日暮里・舎人ライナー
東京さくらトラム（都電荒川線）

対象路線

5ポイント

プレゼント

ToKoPo 検索

エコボーナス
キャンペーン

6月は
環境月

間!

ToKoPoは都営交通のご利用でポイントがたまる、お得なサービスです。
ToKoPoに入会すると、お手持ちの記名式PASMOで都営の交通機関に
乗るたびにポイントがたまります。たまったポイントは、1ポイントを
1円として、10ポイント単位でPASMOにチャージすることができ、
電車やバスの乗車のほか、お買い物にもご利用頂けます。
入会費・年会費はもちろん無料です。この機会にぜひご入会ください。

通常、1日につき2ポイントが

10ポイントに！
通常、土日休ボーナス
0ポイントが

＋5ポイントに！

※PASMOは株式会社パスモの登録商標です。 

都営地下鉄
日暮里・舎人ライナー

東京さくらトラム
（都電荒川線）5倍

たまる

土・日は都営交通で出かけよう!

CO2排出量が、自動車の約1/7

鉄道はこんなにエコ!

一人が1㎞移動するときに発生するCO2排出量（単位：g/人㎞）
国土交通省HPデータ（2017年度）から

19

137

鉄道
自家用車

、環境対策の推進に取り組んで
います。

　環境方針の基本理念の下、交通事業者としての社会的役割を認識
し、事業における環境への負荷を可能な限り低減するなど、積極的に
取り組んでいます。

目指

▲100年の森

22,052
令和元年度にお客様から寄せられたご意

マナーブック▶

　小学生の皆さんにも交通マナーを知って
いただくため、マナーブック「楽しく乗ろう！都
営交通」を作成し、都内の全ての小学校に配
布するとともに、授業等で活用していただい
ています。

一丸 て

◆マナーブックの配布◆

ポスターや車内液晶モニター、ホームページなどを活用して、交通局
の環境対策について、お客様へ情報を発信しています。

◆環境対策の情報発信◆

サービス推進発表会

　職場の実態や課題等を踏まえ、各サービス推進チームが中心とな
り、お客様の立場で自ら考える組織風土づくりに取り組んでいます。
　また、「サービス推進発表会」を開催するなど、お客様本位のサービ
スについて考えながら、組織横断的に課題解決に挑む組織風土づくり
にも取り組んでいます。

　都営交通をより快適にご利用していただくために、駆け込み乗車
の防止や優先席の適正な利用などのマナーポスター及び動画を作
成し、公共交通利用
時におけるマナー
へ のご理 解とご協
力をお願いしてい
ます。

▲マナーポスター（駆け込み乗車）

　お客様視点のサービスを展開していくため、平成18年度から都
営交通モニター制度を導入しました。450名のモニターの皆様に、
局職員のお客様応対、駅や車両、バス停留所の状況について、サ
ービスレベルを4段階で評価していただいています。
　また都営交通の事業をより深く理解していただくために、施設
見学会も開催してい
ます。こうして得ら
れた評価や意見を局
事業に反映させ、よ
り一層のサービス向
上に努めています。

▲モニター見学会（地下鉄訓練）

マナーブック

楽しく乗ろう！
都 営 交 通

と
えい

こう
つう

都営バス
と  えい

都営三田線
と  えい   み   た  せん

都営浅草線
と  えい あさ くさ せん

都営新宿線
と   えい しんじゅくせん

都営大江戸線
と  えい おお   え   ど  せん東京さくらトラム（都電荒川線）

と  でん あら かわ せん

とうきょう

Tokyo Sakura Tram

日暮里・舎人ライナー

にっ  ぽ    り         とねり

活動

います。

　イベントに参加された方へのToKoPo
ボーナスポイントの付与や環境月間にお
ける環境局と連携したToKoPo工コボー
ナスキャンペーンの実施などを通じ、環境
にやさしい都営交通の利用を促進してい
ます。

　地球温暖化対策として、局施設の整備に当たっては、照明のLED
化や高効率なエスカレーター等を導入し、省エネルギ ー化を図る
ことでCO2排出量を削減するなど、環境に配慮した施設の整備を
行っています。

▲PR動画
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●地下鉄車両の更新（浅草線・大江戸線）
　138億8千5百万円
浅草線でデザインを一新した新型車両5500形を7編
成導入するととともに、大江戸線でも12-600形車両を
４編成導入しました。

●ホームドアの整備（浅草線・新宿線）
　29億3千8百万円
令和元年8月に新宿線全21駅への整備を完了するとと
もに、浅草線でも新橋駅など4駅で運用を開始しました。

●乗換駅等へのエレベーター整備
　26億6百万円
新宿線九段下駅などにおいて新たにエレベーターを設
置し、バリアフリー化を進めました。

地下鉄の主な設備投資

●有明自動車営業所の開所　
　34億4千6百万円
臨海地域の輸送需要に対応するため、令和2年3月に有
明自動車営業所を開所しました。

●バス停留所上屋の整備
　8千2百万円
バス停留所上屋の新設、建替を行いました。

バスの主な設備投資

●踏切保安設備等の更新
　5千4百万円
踏切保安設備機器など、安全確保のための設備更新を
行いました。

都電の主な設備投資

●車両増備
　13億2千万円
混雑緩和と利便性の向上を図るため、全ての座席をロン
グシート化した新型車両を2編成増備しました。

収入：2,201億6千2百万円

支出：1,923億1百万円

（黒字278億6千万円）

収入：1,672億1千万円

支出：1,372億5千8百万円

（黒字299億5千2百万円）

収入：415億6千9百万円

支出：433億9百万円

（赤字17億4千万円）

収入：35億1千5百万円

支出：40億9千6百万円

（赤字5億8千2百万円）

収入：60億8千8百万円

支出：66億6千9百万円

（赤字5億8千1百万円）

7千9百万円

2千5百万円 2千万円

3百万円 16億5千1百万円

1億7千3百万円 5億3千6百万円

2億1千6百万円

電 気 事 業

令和元

令和元年度貸借対照表 令和２年3月31日現在

645億6千万円

1,893億1千3百万円 43億9千9百万円

70億8千4百万円
502億6千4百万円

703億円9千4百万円

264億5千万円

54億4百万円

437億1千5百万円

1,434億2千5百万円 39億5百万円

520億2千万円

361億1千9百万円

198億8千1百万円

362億7千1百万円 4億3千7百万円

3億8千6百万円

39億4千9百万円128億2千2百万円261億5千2百万円

48億6千1百万円

8億8千9百万円
14億4百万円

6億8百万円

2千1百万円
20億8千9百万円

11億3千3百万円
14億6千7百万円

57億9千7百万円 3千4百万円

17億7千6百万円

4億5百万円

9億5千9百万円 35億2千9百万円

2億5千6百万円

収入：8千2百万円

支出：4千5百万円

（黒字3千7百万円）

収入：16億9千8百万円

支出：9億2千5百万円

（黒字7億7千3百万円）

4千6百万円

　令和元年度は、地下鉄、バス、都電、日暮里・舎人ライナー、モ
ノレールの5事業の合計で、年間13億1,887万2千人（一日平
均360万3千人）のお客様にご利用いただきました。また、電気
事業は年間116,956MWhの電気を供給しました。
　これにより、全事業の営業収益は2,039億3百万円、その他
の収入も含めた経常収益は2,201億6千2百万円となりまし

た。一方、経常費用は1,923億1百万円となり、この結果、全事
業の経常損益は278億6千万円の黒字となりました。
　事業別には、地下鉄、電気、モノレールの各事業は黒字を計上
しましたが、バス、都電、日暮里・舎人ライナーは赤字となりま
した。なお、上野動物園モノレールは令和元年11月から運行を
休止しています。

(3) 投 資 そ の 他 の 資 産

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)
(6)
(7)
(8)
(9)

(1) 企 業 債
(2) 長 期 借 入 金
(3) リ ー ス 債 務
(4) 引 当 金
(5) そ の 他 固 定 負 債

(1) 一 般 会 計 出 資 金
(2) 再 評 価 積 立 金 組 入 額
(3) 減 債 積 立 金 組 入 額
(4) そ の 他 剰 余 金 組 入 額

(1) 長 期 前 受 金
5 繰 延 収 益

(1) そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額
8 評 価 差 額 等

(1) 資 本 剰 余 金
(2) 利 益 剰 余 金（ △ 欠 損 金 ）

7 剰 余 金

(1) 企 業 債
(2) リ ー ス 債 務
(3) 未 払 金
(4) 未 払 費 用
(5) 前 受 金
(6) 引 当 金
(7) 預 り 金

1,383,500

1,325,530

1,422

56,548

186,704

123,187

19,646

30,304

2,705

4,175

64

6,578

17

28

1,570,205

184,714

77,693

225

106,796

41,941

29,828

5,524

5,884

183

12

508

1

226,655

3,802

3,793

8

1

6,093

5,094

91

812

0

96

0

9,895

53,987

9,628

1,261

30,900

12,198

83,959

172

83,787

△ 865

△ 865

137,081

226,655

2,961

1,633

1,328

5,953

5,953

8,914

9,895

694,098

210,816

245,000

440

29,215

208,627

96,843

57,521

258

26,588

332

8,188

2,556

1,401

406,171

406,171

1,197,112

67,002

48,182

165

18,655

20,820

4,700

95

9,361

26

1,227

1,878

3,534

1,752

1,752

89,574

162

3

159

221

2

202

0

16

1

599

599

982

6 資 本 金

長期前受金戻入・その他

467,185

467,185

△ 94,092

99,616

△ 193,708

373,093

1,570,205

。

現 金 及 び 預 金
未 収 金
有 価 証 券
貯 蔵 品
短 期 貸 付 金
前 払 費 用
前 払 金
未 収 収 益
そ の 他 流 動 資 産
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●地下鉄車両の更新（浅草線・大江戸線）
　138億8千5百万円
浅草線でデザインを一新した新型車両5500形を7編
成導入するととともに、大江戸線でも12-600形車両を
４編成導入しました。

●ホームドアの整備（浅草線・新宿線）
　29億3千8百万円
令和元年8月に新宿線全21駅への整備を完了するとと
もに、浅草線でも新橋駅など4駅で運用を開始しました。

●乗換駅等へのエレベーター整備
　26億6百万円
新宿線九段下駅などにおいて新たにエレベーターを設
置し、バリアフリー化を進めました。

地下鉄の主な設備投資

●有明自動車営業所の開所　
　34億4千6百万円
臨海地域の輸送需要に対応するため、令和2年3月に有
明自動車営業所を開所しました。

●バス停留所上屋の整備
　8千2百万円
バス停留所上屋の新設、建替を行いました。

バスの主な設備投資

●踏切保安設備等の更新
　5千4百万円
踏切保安設備機器など、安全確保のための設備更新を
行いました。

都電の主な設備投資

●車両増備
　13億2千万円
混雑緩和と利便性の向上を図るため、全ての座席をロン
グシート化した新型車両を2編成増備しました。

収入：2,201億6千2百万円

支出：1,923億1百万円

（黒字278億6千万円）

収入：1,672億1千万円

支出：1,372億5千8百万円

（黒字299億5千2百万円）

収入：415億6千9百万円

支出：433億9百万円

（赤字17億4千万円）

収入：35億1千5百万円

支出：40億9千6百万円

（赤字5億8千2百万円）

収入：60億8千8百万円

支出：66億6千9百万円

（赤字5億8千1百万円）

7千9百万円

2千5百万円 2千万円

3百万円 16億5千1百万円

1億7千3百万円 5億3千6百万円

2億1千6百万円

電 気 事 業

令和元

令和元年度貸借対照表 令和２年3月31日現在

645億6千万円

1,893億1千3百万円 43億9千9百万円

70億8千4百万円
502億6千4百万円

703億円9千4百万円

264億5千万円

54億4百万円

437億1千5百万円

1,434億2千5百万円 39億5百万円

520億2千万円

361億1千9百万円

198億8千1百万円

362億7千1百万円 4億3千7百万円

3億8千6百万円

39億4千9百万円128億2千2百万円261億5千2百万円

48億6千1百万円

8億8千9百万円
14億4百万円

6億8百万円

2千1百万円
20億8千9百万円

11億3千3百万円
14億6千7百万円

57億9千7百万円 3千4百万円

17億7千6百万円

4億5百万円

9億5千9百万円 35億2千9百万円

2億5千6百万円

収入：8千2百万円

支出：4千5百万円

（黒字3千7百万円）

収入：16億9千8百万円

支出：9億2千5百万円

（黒字7億7千3百万円）

4千6百万円

　令和元年度は、地下鉄、バス、都電、日暮里・舎人ライナー、モ
ノレールの5事業の合計で、年間13億1,887万2千人（一日平
均360万3千人）のお客様にご利用いただきました。また、電気
事業は年間116,956MWhの電気を供給しました。
　これにより、全事業の営業収益は2,039億3百万円、その他
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　東京都は、約1,352万人の人々が住み、また隣接する他県から都内
へ通勤・通学する人々で、昼間人口が約1,596万人にもなる大都市で
す。（平成27年国勢調査より）　
　東京都区部では、一日約2,952万人の人々が公共交通機関を利用
して移動しています。具体的には、都心と郊外を結ぶJRや私鉄、主に
23区内を走る地下鉄（都営地下鉄・東京メトロ）、さらに、お客様の身近
な足であるバス（都営バス・民営バス）などが人々の移動を支えていま
す。
　東京都交通局は、地方公営企業法に基づき、地下鉄、バス、都電、日暮
里・舎人ライナー等を経営しており、東京都区部における交通機関別占
有率の約10.5％を占めています。（平成27年版都市交通年報より）
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な足であるバス（都営バス・民営バス）などが人々の移動を支えていま
す。
　東京都交通局は、地方公営企業法に基づき、地下鉄、バス、都電、日暮
里・舎人ライナー等を経営しており、東京都区部における交通機関別占
有率の約10.5％を占めています。（平成27年版都市交通年報より）
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（注）平成29年5月までは「とでんで。」

　都営交通の運行情報や時刻表、トピックス、ニュースリリース、
イベント情報などの最新情報を提供しています。
　また、外国語版（英・中文繁体・中文簡体・韓・タイ・スペイン
・フランス）も展開しています。

　交通局では、Twitter、Facebook、Instagram 及び YouTube
による情報発信を行っています。

都営交通の運行情報、イベント情報などを発信
しています。
https://twitter.com/toeikotsu

東京都交通局の取組やイベント情報を紹介して
います。
https://www.facebook.com/toeikotsu

都営交通に関する魅力的な写真・動画等を紹介し
ています（英語併記）。
https://www.instagram.com/toeitransporta-
tion_official/

都営交通沿線の魅力や事業の紹介動画などを配信
しています。
https://www.youtube.com/user/toeikotsu

◆東京都交通局公式SNS◆

　都営地下鉄各列車のリアルタイムの走行位置や運行状況、駅構内
の情報など、利用する際に便利な情報を発信しているほか、東京さ
くらトラム（都電荒川線）や日暮里・舎人ライナー、都営バスの情
報もご覧いただけます。

◆都営交通アプリ◆

●ふれあいの窓／都営さんぽで東京再発見！（年12回）
●都電沿線情報マガジン　さくらたび。（年６回） （注）

●都バス沿線ガイド　乗り隊歩き隊（年5回）
●都バス路線案内　みんくるガイド（年1回）

　都営交通に関するお問い合せ等、（運賃、時刻、お忘れ物のお問い合
わせ、ご意見・ご要望など）を電話、 FAX、ホームページにて承ります。
三者通話により外国語の対話が可能です。

お問い合わせ先

※三者通話ダイヤル（英語、中国語、韓国語、スペイン語、ポルトガル語）

◆自動通話ガイダンスに従って、下記の3つのうちからご希望のお問い合わせ
　内容にあわせて番号をお選びください。

※外国語対応

FAX 03-3812-7640

列車走行位置 駅情報検索TOP画面

〈外国語〉
Twitter

運行情報を発信しています（英語のみ）。
https://twitter.com/toeikotsu_eng
沿線情報やお知らせなどを発信しています（英語のみ）。
https://twitter.com/toeikotsu_info

Facebook

都営交通の利用方法や沿線の観光情報などを紹介しています。
英語：https://www.facebook.com/toeitransportation.eng/
中文繁体：https://www.facebook.com/toeitransportation.chh/
韓国語：
https://www.facebook.com/toeitransportation.kor/
タイ語：
https://www.facebook.com/toeitransportation.thai/

YouTube

Instagram

Facebook

〈日本語〉
Twitter
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（注）平成29年5月までは「とでんで。」
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による情報発信を行っています。

都営交通の運行情報、イベント情報などを発信
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https://twitter.com/toeikotsu

東京都交通局の取組やイベント情報を紹介して
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ています（英語併記）。
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◆東京都交通局公式SNS◆

　都営地下鉄各列車のリアルタイムの走行位置や運行状況、駅構内
の情報など、利用する際に便利な情報を発信しているほか、東京さ
くらトラム（都電荒川線）や日暮里・舎人ライナー、都営バスの情
報もご覧いただけます。

◆都営交通アプリ◆

●ふれあいの窓／都営さんぽで東京再発見！（年12回）
●都電沿線情報マガジン　さくらたび。（年６回） （注）

●都バス沿線ガイド　乗り隊歩き隊（年5回）
●都バス路線案内　みんくるガイド（年1回）

　都営交通に関するお問い合せ等、（運賃、時刻、お忘れ物のお問い合
わせ、ご意見・ご要望など）を電話、 FAX、ホームページにて承ります。
三者通話により外国語の対話が可能です。

お問い合わせ先

※三者通話ダイヤル（英語、中国語、韓国語、スペイン語、ポルトガル語）

◆自動通話ガイダンスに従って、下記の3つのうちからご希望のお問い合わせ
　内容にあわせて番号をお選びください。

※外国語対応

FAX 03-3812-7640

列車走行位置 駅情報検索TOP画面

〈外国語〉
Twitter

運行情報を発信しています（英語のみ）。
https://twitter.com/toeikotsu_eng
沿線情報やお知らせなどを発信しています（英語のみ）。
https://twitter.com/toeikotsu_info

Facebook

都営交通の利用方法や沿線の観光情報などを紹介しています。
英語：https://www.facebook.com/toeitransportation.eng/
中文繁体：https://www.facebook.com/toeitransportation.chh/
韓国語：
https://www.facebook.com/toeitransportation.kor/
タイ語：
https://www.facebook.com/toeitransportation.thai/

YouTube

Instagram

Facebook
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